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凡例 a日時  b場所  c内容  d対象  e定員  f講師  g料金（記載がない場合は無料）  h持ち物  i申込  j問い合わせ  n田無庁舎  o保谷庁舎

広報

市税・国民健康保険料の
休日納付相談窓口

税・年金

a９月７日㈯・８日㈰午前９時～午
後４時
bいずれも田無庁舎のみ

● 市税…納税課（４階）
● 国民健康保険料…保険年金課（２階）
c市税・国民健康保険料の納付およ
び相談、納付書の再発行など▲

納税課np042－460－9832▲

保険年金課np042－460－9824

国民年金第３号被保険者からの
種別変更手続きを忘れずに
　第３号被保険者とは、厚生年金の加
入者（65歳未満）に扶養されている配
偶者（20歳以上60歳未満）の方です。
　次の場合、手続きが必要です。
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配偶者の勤務先に
お問い合わせ
ください

※申請者の本人確認ができる書類（運転
免許証など）も必要
□届け出先　

（※１）市役所
（※２）配偶者の新しい勤務先
　手続きが遅れると国民年金保険料の

納付遅れ、年金受給額の減少、年金記
録の誤りなどの恐れがあります。
b保険年金課（田無庁舎２階）・市民
課（保谷庁舎１階）
j武蔵野年金事務所
　p0422－56－1411（ナビダイヤル）▲

保険年金課np042－460－9825

わが家の耐震診断をしよう
くらし

　建物の設計図を基に簡易耐震診断を
行い、助言などを受けることができま
す。
a・b９月14日㈯午前９時30分～午
後０時30分・田無庁舎１階
※１人40分程度
d市内の地上２階建て以下の木造一戸
建てで、自ら所有し居住している住宅
※原則、昭和56年５月31日以前の建築
e８人（申込順）
i９月11日㈬までに電話で下記へ
□相談員　住みよい町をつくる会▲

住宅課op042－438－4052

防犯活動経費の一部を補助
d市に防犯活動団体として登録をし
ている団体
□補助金額　防犯資器材の購入等補助
対象経費の２分１以内で、１団体上限
額20万円（申請多数は減額調整）
□申請期間　９月２日㈪～13日㈮
※詳細はお問い合わせください。▲

危機管理室op042－438－4010

男女平等参画推進委員会委員
募集

　男女平等参画推進施策の推進に関す
ることを検討します。
□資格・人数　在住・在勤・在学で

18歳以上の方・１人　※ほかの附属
機関などの委員との兼任不可
□任期　令和２年７月30日㈭まで

□会議数　年６回程度
□報酬　日額１万800円
i９月25日㈬（必着）までに、作文「私
の考える男女平等参画社会について」

（800字～1000字程度）に住所・氏名・
年齢・生年月日・電話番号・職業を〒202
－8555市役所協働コミュニティ課また
は〒202－0005住吉町６－15－６住吉
会館ルピナス内男女平等推進センター
へ郵送・ファクス・メールまたは持参▲

協働コミュニティ課・p042－439
－ 0075・l042 － 422 － 5375・
mkyoudou@city.nishitokyo.lg.jp

障害者総合支援センターの
指定管理者
　障害者総合支援センターは、障害者
の自立および社会参加を支援するとと
もに、障害者が社会を構成する一員と
して地域において生活し、活動できる
環境づくりの促進を図ることを目的と
するほか、地域社会の活動拠点として
平成23年５月に設置された施設です。
　新たに令和２年10月１日〜令和７
年10月１日を指定期間として、指定
管理者を募集します。
※詳細は、10月１日㈫に掲載予定の市k
をご覧ください。▲

障害福祉課op042－438－4033

連 絡 帳
市からの

田無庁舎をご利用の皆さんへ
　田無庁舎では仮庁舎の整備に伴い、
防火設備の改修工事・執務室改修工
事を実施しています。
　また１・２階のトイレを和式便器
から洋式便器への改修工事および男
子用小便器の改修工事なども予定し
ています。

　この工事により、令和２年１月末
日まで一部の待合スペースが狭くな
ることや、エスカレーターの利用お
よび一部のトイレのご利用ができな
くなります。ご理解とご協力をお願
いします。▲

管財課np042－460－9812

毎年９月は障害者雇用支援月間
　事業主だけではなく、広く障害者
雇用の推進を図り、機運を醸成する
とともに、障害者の職業的自立を支
援するための、さまざまな啓発活動
を展開しています。
　市内の障害者就労支援センター 
一歩では、在住の障害のある方（障
害の種別は問いません）および雇用
事業所を対象として企業就労に関す
る支援の相談をお受けします。

　一歩では就職準備支援・就職後の
定着支援・障害者雇用に関するセミ
ナーの開催などを実施しています。
a平日・第１㈯午前９時～午後５時
b障害者総合支援センターフレン
ドリー　※面談は基本予約制
j障害者就労支援センター 一歩
　p042－452－0095
　l042－452－0096▲

障害福祉課op042－438－4033

９月は自殺対策強化月間 気づいてください！
体と心の限界サイン

□こころといのちの講演会
「大学生と考える、つながる、自殺
対策シンポジウム」
a９月２日㈪午後１時30分～５時
b港区みなと保健所
i東京都福祉保健局kから

□電話による特別相談
● 自死遺族相談ダイヤル
（自死遺族のための電話相談）
　�NPO法人全国自死遺族総合支援

センターp03－3261－4350
　�a９月14日㈯～16日㈷午前11

時～午後７時

● �東京都自殺相談ダイヤル �  
～こころといのちのほっとライン～

　p0570－087478
　�a９月21日㈯～25日㈬�  
（各日24時間）

● �有終支援いのちの山彦電話�  
〜傾聴電話〜

　p03－3842－5311
　�a９月１日㈰～30日㈪正午～午

後８時（㈮は10時まで）
※そのほかの相談の詳細は、東京都
福祉保健局kをご覧ください。

９月９日は救急の日　� 救急医療週間
　厚生労働省と総務省消防庁は、救
急業務および救急医療に対する国民
の正しい理解と認識を深め、救急医
療関係者の意識の高揚を図ることを
目的に「救急の日」および「救急医療
週間」を定めています。
□病院へ行くか、救急車を呼ぶかで
迷ったときは
電話からは＃7119、インターネッ
トからも＃7119で検索し東京版救急
受診ガイドkをご利用ください。

□保谷救急隊が誕生
救急需要の増加に対応す
るため、10月９日㈬よ
り西東京消防署保谷出張所に救急車
が新たに１台配置され保谷救急隊が
誕生します。これで西東京消防署の
救急車は合計４台となり、さらなる
救急体制の充実が図られます。引き
続き、救急車の適正な利用について、
ご理解とご協力をよろしくお願いし
ます。
j西東京消防署p042－421－0119▲

危機管理室op042－438－4010

８日～
14日は

NPO等企画提案事業
新規チャレンジ部門 募集
　NPO等企画提案事業とは、NPO
等市民活動団体などから事業の企画
提案をしてもらい、審査により採択
された事業を市との協働で実施する
ものです。採択された事業には、事
業経費に対して補助金を交付します。
□募集の種類
①自由テーマ型　②テーマ設定型
　募集テーマ「新たな文化芸術を表
現する場所づくり」
□募集事業
● �市と協働で行うことで、より効果

がある事業
● �地域の課題を解決する先駆的で柔

軟な発想に基づいた事業
● �多様化する市民ニーズに応え市民

の福祉の向上および市民の利益に
つながる事業

□実施時期　令和２年４月～翌年２月
□補助金　１事業上限20万円まで

□応募資格　次の要件を満たす公益
活動を目的とする団体（法人格の有
無は不問）
● 市内を中心に活動　 ● ５人以上の
会員で組織し、継続して活動できる
見込みがある　 ● 団体規則と構成員
名簿を備えている　 ● 応募事業の企
画・実施・結果報告までを責任を持っ
て実行できる　 ● 宗教・政治活動を
目的としないほか

※詳細は、市k・協働コミュニティ
課（保谷庁舎３階）・市民協働推進セ
ンターゆめこらぼで配布する募集要
項をご覧ください。
i９月２日㈪～10月31日㈭に、関
係書類を〒202－8555市役所協働
コミュニティ課へ郵送または持参▲

協働コミュニティ課o
　p042－438－4046

安全なまちづくりの
ために 市民の安心感向上と犯罪の未然防止にご協力ください
①動く防犯の眼

め

□配布物　動く防犯の眼ステッカー

d ● 市内を走行する車両　 ● 市内
に所在する地方自治体・民間団体・
民間企業・そのほかの団体（個人車
両などは除く）
i危機管理室（防災センター）

②わんわんパトロール
□配布物　リードカバー
d在住で、飼い
犬登録・狂犬病
予防接種を行っており、散歩時にマ
ナーを守ることができる方
i危機管理室（防災センター）また
は西東京市獣医師会に加盟している
動物病院
□不審者などを見かけた際には、
110番通報を

▲

危機管理室op042－438－4010


